歴史地震研究会2015年度　第3回幹事会議事録
日時：2015年11月18日（火）17：00～18：30
場所：地震予知総合研究振興会会議室
出席者：松浦律子（会長）、小松原琢（副会長）、林能成、内田篤貴、岡村健太郎、林豊、石辺岳男（以上、幹事）、諸井孝文（以上、監査役）
１．編集出版委員会

1) 今年度の編集体制と「歴史地震」の投稿予定

林豊委員長より、委員を3名追加し、4名体制で行う旨報告があった。

査読に必要な時間等を考慮して「編集の標準スケジュール」を定めた。標準スケジュールは、11月末原稿締切、12月末査読戻り、1月末修正稿締切、3月末完成稿締切・受理、となる。
今年度の投稿予定を発表者に問い合せたところ、次のようになっている。
論説・資料18件、報告・紹介7件（うち依頼原稿6件）、未定1件。
2) オンライン発行の正式化について
(1) ISSNの登録申請

(2) オンラインジャーナルのISSNをWebに表示。

(3) J-Stageへの掲載

(4) バックナンバーの電子化、公開。

(5) バックナンバー利用は冊子版よりも電子版を推奨。

「以上の5段階が想定され、(1)と(2)はすぐにとりかかれるが、(3)以降は若干の手間と経費がかかるので検討が必要」との検討結果の報告が林豊委員長からあった。
・J-Stage登録のためのXMLフォーマット対応には専門業者の介在が要求される。数年前は1論文1万円かかった。最近、値段が下がったがそれでも1論文あたり2,500円程度。
・申請してもJSTが認めるのは1/3程度であり、認可されるとは限らない。
・バックナンバーの電子化にあたっては、歴史地震研究会発行前の地震研が発行していた時代のバックナンバーが国会図書館に未納本なことが問題になる。
との意見が各委員から出され、以下のように対応することとなった。

国会図書館への納本については、会員からの遺品として提供されたものを国会図書館に納本する（担当：松浦会長）。
(3)以降は当面すすめないことにした。(1)を申請し、認められた段階で(2)を行う。
２．財政委員会

1)　新規入会者の承認

　内田財政委員長から、稲津暢洋氏・坂本丈明氏の入会申請と山崎進氏からの退会申し出について報告があった．この2名の入会と1名の退会を承認した．その結果、現在の会員数は310名となった。
2)　京丹後大会決算状況
 27,341円の黒字となった。

3) 大阪市消防局からの依頼。
　関東、北丹後、河内大和、昭和南海地震に関する被害写真の借用依頼があった。会として所蔵している写真はないため紹介できないと返事することになった。
３．行事委員会

大槌町中央公民館大会議室を会場に、2016年9月11日（日）～13日（火）、4日（日）～6日（火）の2パターンで開催を検討中。2016年3月に町役場の公的予定が確定するので、それを待っていずれの日程になるかが確定する予定である。その他の準備状況は以下の通り。
宿泊・懇親会：　三陸花ホテルはまぎく（相部屋による合宿方式）
巡検のバス：　釜石・大槌の業者に見積もり依頼中。
昼食：　会場付近には食堂が少ない。弁当屋はあるが、60名分は難しい可能性あるため業者に確認して、昼食を確保する方法を検討する。
巡検案内者：　今年度のように2班対応となった場合の2人目の案内者確保が難しい状況。

・現時点では大槌町からの後援確保の目途は立っていない。東大と大槌町との協定に基づき、後援や会場確保に便宜を図ってもらえないかを東大大気海洋研究所の副所長に相談中。
・総会の定足数確保のため、2日目に懇親会と総会をまとめて行う。今回は原則お弁当なので、昼食をとりながら総会を行う可能性も考える。
・公開講演会　初日（1日目）の午後に行事委員長の岡村を含め3名の講師を予定。仙台、京都から呼ぶことになった場合には旅費の確保が必要。
４．広報委員会
ホームページの情報更新を行った。

メーリングリストmushaに1名の登録をした。

大槌大会用のメーリングリストは例年と同じく地震研究所で作成する。登録者は小松原、堀川、松浦の予定。
大槌大会は正式な開催日程が決まっていないため、開催についての第1報は2016年3月発行の地震学会ニュースレターに掲載することで準備を進める。例年同様、その他の関連学会にも大会の周知を依頼する。
５．その他

ホームページのサーバ管理。静岡大学からの移転先を検討する。
管理用メーリングリストのメンバーを最新の幹事会メンバーに更新する。
会費値上げについてmushaとホームページですみやかに告知する。会誌を送る際にも一文をいれる。文案は松浦会長が作成する。
会誌の論文投稿スケジュールが例年よりも早くなっている旨をmushaで知らせる。会のホームページにも掲載し、注意を喚起する。

2017年大会はつくば市で開催予定。研究交流会館を予定し、産総研に所属する会員を中心に準備を進めている。
６．次回幹事会の日程
2016年 2月 25日 (木)、17時から振興会会議室
以上
